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本日の話題 

１．初年次教育のねらい 
 

２．初年次教育の実施方法 
 

３．国際関係学教育の学習目標 
 

４．国際関係学教育におけるＡＬの方法 



1．初年次教育のねらい 

 自校教育の他、資料・データの収集方法、本・論文の読 

  み方、レポートの書き方、図書館の使い方、ディベート・ 

  プレゼンの仕方など基本的なスキルを修得する。 
 

 クラス担任ともいえる教師との出会い、多様な学生と触
れ合う機会をもつことによって脱落や疎外を防止する。 
 

 自校教育・キャリア教育によってアイデンティティを醸成
する。 
 

 参加型・能動的学修によって勉強・研究の好奇心や楽し
さを身につける。 

   ➾「学生に必要な５Ｋ」＝好奇心・向上心・観察力・行動力・謙虚さ 



 課題提出（宿題）、発表の機会、出欠チェック、などにより
「大学生活は自由」という幻想を取り払う。 

 

 「自主創造型パーソン」の育成・輩出をめざす。 

  ➾・卓越した①創造力 ②判断力 ③コミュニケーション力をもつ 

      “人間力” 豊かな人物 

      ・「強靭な知性」だけでなく、「不屈の意志と行動力」を兼備した 

      人物像 

               （『日本大学教学戦略会議検討結果（第11次）』2011年7月） 

  ➾科目名「自主創造の基礎１・２」 

 

 







学習のピラミッド Learning Pyramid 

      どのように学べば、学習定着率が高いか． 

National Training Laboratories(NTL) Institute(USA)より 

講義 ５％ 

３ヵ月後の 

学習定着率 

教える    ９０％ 

読書１０％ 

視聴覚教材２０％ 

レポート   ３０％ 

討論     ５０％ 

体験     ７５% 

日本大学ＦＤ推進センター 



学習方法の種類 
Ⅰ．受動的方法 

   講義，ミニレクチャー，見学，映画・ビデオ放映，示説  など 

Ⅱ．能動的方法 

  ①実務学習：シミュレーション教育，ロール プレイなど 

  ②グループワーク：カンファランス，抄読会，CPC，スモールグループ討議（Ｓ

ＧＤ）， 

    ディベート，ワークショップ，ケース スタディ（事例検討）など 

  ③自習：課題学習，e-learning，教科書，学術雑誌，ビデオなどによる学習， 

    レポート作成，自主研究など 

  ④ＯＪＴ( on the job training)：学外研修，オリエンテーションなど 

  ⑤教育活動：屋根瓦方式研修など 

  ⑥研究発表：勉強会，講演会，研究会での発表，論文作成など 
日本大学ＦＤ推進センター 



２．初年次教育の実施方法 

 少人数クラスの必修科目であること 
 

 

 講義型ではなく、能動的学修（Active Learning）
であること 
 

   ➾教師はファシリテーター（Facilitator） 

       ①進行役 ②意見を引き出す人 ③自主性に期待する人 

   ➾方法：アイスブレーキング、グループ・ディスカッション、ディベート
、    シュミレーション、ロールプレイ、ＫＪ法、などのアクティビティ  

     ＝ワークショップ（Workshop） 

 

 

 

 



３．国際関係学教育における学習目標 

 初年次 

  ①世界の多様性を知る 

  ②グローバリゼーションの中の私たちを知る 

  ③地球的諸問題を考える 

 

 2年次以降 

  国際関係の①歴史、②現状、③理論、④課題 



４．国際関係学教育におけるＡＬの方法 

●アイスブレーキング［事例紹介］ 

   緊張した雰囲気を解きほぐすアクティビティ 

●ゲーム 

   アイスブレーキングとして利用する 

●シュミレーション［事例紹介］ 

    単純化された現実を体験する➾「貿易ゲーム」 「目隠し散歩」 

●ロールプレイ 
   参加者の役割を決めその役の立場や価値観を共感的に理解する 

   ➾①完成された脚本、②未完の脚本、③脚本を使わない 

   



●ディベート 
  賛成派、反対派に分かれた論争を審査員が判定する 
 

●フォトランゲージ［事例紹介］ 
  写真や絵を使い、その中の人の立場から考えたり問題点を引き出す 
 

●ブレーンストーミング 
  考え方やアイデアを多く集め、他人の発言から発想力を養う 

    ➾①自由な発想を歓迎する ②他人の意見を批判しない 

●ＫＪ法 
  収集した多くのデータをカードを使って整理し全体の構図を理解する 
 

●ランキング 
  9項目のアイデアや政策などをダイヤモンド型にランキング（順位づけ） 

   して、その理由（根拠）を明らかにする 





 



 



 





＊国境を超えるヒト、モノ、カネ（金融）、情報の交流が 

  増大し、豊かで平和な世界が実現する！？ 

 

＊自由、民主主義、人権、法の支配などの価値観が 

  世界に広がり、争いのない平和な秩序が実現する！？ 

 

＊人々が、気軽に世界中にでかけて交流の輪を広げ、 

  偏見や格差のない地球村（global village）が実現 

   する！？ 

グローバリゼーションの時代に対する 

私たちの期待は？ 



 グローバリゼーションについてのイメージ／神話 

 

 世界的な富の増加と均質化を促進する。 

 

 民主主義や人権に対する意識や制度が世界に受け入れられる。 

 

 競争の結果、勝者と敗者を生み出す。 

 

 貧富の格差をより深刻にする。 

 

 世界的なアメリカ化をもたらす。 
 

 











地球の食卓 

ＰＥＯＰＬＥ AT THE TABLE ON OUR PLANET 

 

                                                 

                Foods in a week 

        30 Families in 24 Ｃountries                                     





 



 



 



 



 



 



 



 



 



































映像：ディベートの様子 



 

 ご清聴・ご協力ありがとうございました 

 

            

                             妄言多謝 
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                                   日本大学法学部   
                tetz@law.nihon-u.ac.jp  
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